
                 思いが届いた‼ 

 
                                                     

校 長   武井 正明 

 

 先週 22日プロ野球のドラフト会議が、グランドプリンスホテル新高輪で行われた。 

 大谷翔平を育てた日本ハムの１位指名は、これまた二刀流

の山梨学院高の菰田陽生選手であった。 

 その交渉の席、栗山英樹 CBOの隣で話を進めている人が、

12 月 18 日吉田中の 80 周年記念講演会に来校してくださる

大渕隆 CBO補佐兼スカウト部長、その人だ。 

 

 大渕さんに関して、以前本欄で二度触れた。私は自分が校

長になった暁には、是非一度、大渕部長から来校いただいて、

苦しい時の人生の切り拓き方をお話戴きたいとずっと胸に秘め、念願してきた。 

 

 そんな時、４月 18日 NHKで「新プロジェクト X～大谷翔平 二刀流誕生～“はぐれ者”た

ちが野球の歴史を変えた」が放送されてしまった。 

 その放送自体は興味深く、大渕ファンの私としては嬉しいものだったが同時に、吉中に

大渕部長をお呼びすることはもう無理かもしれない、と諦めかけた。 

 この放送を見て講演依頼が殺到するかもしれない。新潟に所縁のある方とはいえ、超多

忙な方だ。まず引き受けていただくことは叶わないだろう。 

 

 それでも… 

 やっぱり私は諦めきれなかった。放送翌日、私は日本ハム球団事務所にダメ元で講演依

頼の手紙を出した。そして４月 22日「大人の本気」と題して「校長 vision」で発信した。

すると、本欄を愛読してくださっている小池中の松井晃一校長が、私に「大渕さんは私の

十日町高校野球部の先輩なんですよ」と、なんともありがたい連絡を下さったのだ。 

 

 これ以上の頼みの綱はなかった。松井校長にお願いして大渕さんに連絡を取っていただ

き、私の熱意もかなり正確な温度で、直接電話でお伝えすることが出来た。 

 当初は「私でいいのでしょうか。私でなければいけませんか？」と仰っていた大渕部長

だったが「大渕さんでなければいけないんです。思うようにいかない中学時代を送ってい

る生徒は吉田中にもいます。大谷選手や野球という枠に限らず、そんな生徒たちに人生の

ヒントを、ぜひお話ししていただきたいのです‼」 

 私の暑苦しいラブコールに半ば諦めたのか、ついに大渕さんは OKしてくださった。願い

が叶った瞬間だった。こんなに嬉しいことはない。 

  

 私が大渕部長のお話を聞いてもらいたい人は、毎日が苦しく、どう生きていったらいい

のか迷走している、あなたなのです。そんな君にこそ、ぜひ聞いてほしいのです‼ 


